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側のレンブラントの絵画（図７参照）が成立したのが 1636 年 (45)、右側のフリンクの絵画（図８














































































































































































































































いる。「ボイスの『停留所』のような作品が語っているのは、どの随意の時点においても根底 (Grund)、裸体 (Blöße)、原像 (Urbild)
との接続は可能であるということだ。この接続を不可欠なものとして捉えることだけが重要なのである。というのも、僕が眼
差しや夢とともに、人びとや芸術と接するたびに探し求めているのは、裸体 (Blöße) のエピファニーであり、何度だって理屈
抜きに《経験不可能な現実》（マックス・シェーラー）なのだから。裸体は依然として驚愕させる、露出した肌が恥じらいの輝
きを失っただけになおさらそうである」。Vgl.	Botho	Strauß:	Das	letzte	Jahrhundert	des	Menschen.	Was	aber	kommen	wird,	ist	
Netzwerk.	Bemerkungen	zu	Sein	und	Zeit.	In:	Frankfurter	Allgemeine	Zeitung	vom	2.	Januar	1999,	Nr.	1,	S.	2.	
(49)　Botho	Strauß:	Kritik	der	Zweitrangigkeit,	a.a.O.	シュトラウスにおける「裸体」の分析を、E・レヴィナスの他者の「顔」を
めぐる議論と比較考察してみると、興味深い。レヴィナスは、「顔は、内容となることを拒絶することでなお現前している。そ
の意味で顔は、理解されえない、言い換えれば包括されることが不可能なものである」、また「顔において〈他者〉が、絶対的
に他なるものが現前する」、などと論じている。レヴィナス『全体性と無限（下）』、熊野純彦訳、岩波文庫、2006 年、29、51頁。
(50)　Botho	Strauß:	Lichter	des	Toren,	a.a.O.,	S.	77.	
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